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するものである。

これは種々の欠点があるため， 現在では東京の地下鉄に自動

列車停止裟置として使用 されているのみである。

(2) 電気式一一断続式 ・ 連続式

いずれも電磁誘導によるもので， 断続誘滋式と述統誘導式と

がある。 前者は誘導子型 (イ γ 〆F タ ー タイプ)で代表され，後

者には接近副主111様式， コ ード式等があり ， いずれも軌道回路を

利用するものである。

ア 誘滋子型(イ γ ダ !1 !l - {) イプ)

これは信号機前方の適当な位置1に-fi!!.の誘滋総輸の誘導子を

設備しておき ， ïji上にはこの誘導子上を， これと相対して通過

するように受磁総(レシーバ ー) を設ける。

信号機が停止信号現示のときは， 誘導子の励{滋m流を切るこ

とにより ， この上を通過するレ γ ー バ ー の磁東を急変させ， 111 

上の継ït1総の iliIJ作を失わせ梁務Aに告書告を発するのである。

この方式は現在一部国鉄においても尖験的に使用 されている。

イ 接近縦電球式

現在東京周辺の京浜東北 ・ 山手線に実用されている車内瞥報

裟世はこの方式である。

1. 車内答報装位~~lj出結線図
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このブï;;:.J~:I;t特殊な継1[1総ー接近継71l総を図ー1 のように ， 軌道

旦I ~告の送電端に軌道変圧総と並列に接続しておくと ， 列車が一

定の距離に接近するとその軌道回路への送tl1'í，伝統がある値以上

に治大して， この接近継111ll品が落下して ， 信号機が停止現示の

ときは軌道回路の送電電流を切るように接統されている。

この継電総の落下するときの軌道回路への送電電流は， 信号

俊ごとに決定される警報距離一刻獲距離に合うように調整され

る。
2. 111 内笹制i 裟{位

本図は軌粂電流が流れて，車内瞥手軽装置
の定位表示燈が点燈している場合 唱?示す 。

ー力事上主主 ti1 ~1受1lrr，詰 ・ 受信H# および皇子級協F ~~$から成立 って

いて ， 軌道医|路に電流が流れているときは ， 受?五日i~は誘導をう

けて主継'î!'i総 (MR) は動作をつづけ， 主主報総には白色灯が点灯

している(図ー2) 。

前述のように列車が停止現示の信号後へ， ある一定距縦-~

報距離まで燦近する と， 軌道回路の電流がなくなるから， 主縦

'iti探は動1'1'を失い答報告号は赤色灯を点じ ， fti鈴がl偽証IJ し乗務只

に主主幸誌を発するのである。この箸報は 5 秒間1持続される。 この

5 秒の l時513を とるために地上裟恒に 5 秒の時宗縦'l[L総を使用す

る こ と図ーlのとおりである 。

主主報がI鳴 り始めて 5 秒経過 してか ら ， *=務貝が鋒卒Rf.!iに設け

であ る líUf!. j \ l l ポタ γを扱うと ， 確認継111総が ifVJf'1'して笹報が止

る。この]反放をしないi易合には ， J血上信号館量がi並行または注芯一

信号になって も鋒報が継続される。

2 地上裟位

図ーl に示したように， 在来の装置に接近継ït1総と 11寺素継定日誌

を付加l したものである。

(1) 接近縦'lB:1*

在来なかった新しい型の縦~TL1*で ， ~I王球部 と継~11務部とか

ら成立っている。前者はいす.れも 3 次巻似を有する 2 つの~J王

総から情!此され， そのタップを切j~えることに よ って ， その別

経距離を:VI，I ~在することができる。

f走者はっき.のような定絡の日主流線条継111総である。

総輸抵抗 40.fl 

定格 50MA  

E5 上 40 " 

落下 21 " 

(2) 11寺司ミ縦1t! R~

これには扇形倣車式のものと ， 同Wl電動機型のものとがあり ，

定位接点十J平成のl時*5 秒のものである。

3 111上装i位

111上装i泣は受1ß f* . 受信総 ・ 受信号号受 ・ 主E報RN: . ~l1溺l ス イッ

ザで， 受f五日誌のみが11主体外にあ り ，他は五I!松室内にある 。

(1) 受 111: ~* 

軌道回路に流れる電流と誘滋により事上へ導くもので 2 本

のレールの 'l":*:TI江上になるよ

うに耳Iの前而下{IIlJに J]X:付けら

れている。 I 形成!日鉄心に

0. 2 mm のエナメノレ銅線を約

16,000 JlII@いたものに絶縁処

理を施し， 空色の硬質ピ ニ ー 3 受 1tî ~:f 

ノレ製の箱にコンパウソドをつめて入れてある。

(2) 受信総

受電R*のコイノレとともに信号電流の周波数に同制を と るため

の向調コ γデγサ， 入力を増幅する 2 段の低周波別中日\l:f ' l:\"I怖

された111流により動作する主継電球 (MR) ， 接報総の白灯を点

ずるための碓!{!.縦f宣告号 (ACR) 等て沖，'1';成されている。

4 . 受 信 器

モ ナ\
\命ミご

受信日日は持巡びができるようになっており ， 底面には電気接

続mの 12 本の刃がでている接続仮がある。地中高総は1II雨の振動




